






















































１２月１０日 大塚小学校 ６年生７７名 DNAを見てみよう 石黒
１２月１２日 高階西小学校 ５年生７５名 低温の世界 宇和田
２０１９年９月１８日 大東西小学校 ４～６年生３２名 低温の世界 宇和田


































































































































４２.４ ３６.４ １８.８ ２.４ ７８.８
表３　過去３年間に川越市立小学校４校で実施した講座「DNAを見てみよう」の受講児童へのアンケート
結果。サンプル数１６５。単位は％。川越市立教育センター提供を改変。「そう思う」をA，「どちらか
といえばそう思う」をB，「どちらかといえばそう思わない」をC，「そう思わない」をDとして集計。
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２．３　アンケート結果
　過去３年間に本講座を受けた児童の反応はどう
であったか。川越市教育センターが児童にアンケ
ートをとった結果を提供していただいたので，
表３にまとめた。小学校により回答に差があり，
設問６でAの「そう思う」が１.３％から８４.６％まで
の大きな差が見られたので，受講４校の総数１６５
名の結果を合計した。多くの児童は講座を楽し
み，新しい発見があり，知的好奇心が満たされた
ようであるが，事象を科学的に考え，今後に活か
したいという思いを持つに至った児童はやや少な
かった。前半の座学をよりわかりやすく説明をす
る工夫をしていくとともに，実験の最中にも何故
そうなるのかを問いながら進めるなどの改良をし
ていこうと考えている。
３．まとめ
　２０１８～２０１９年度の川越市「小・中・大学連携理
科ふれあい事業」への本学理学部化学科の取り組
みについてまとめた。２年間８講座中６講座がク
ラブ単位であったため，希望する小学校が毎年申
し込めるよう，より多くの講座を用意することも
考えられる。本学理学部化学科は「子ども大学に
しいるま」でも講座を開講しているが，そちらの
対象も小学校４～６年生であり本事業と重なる。
そちらの講座も本事業で開講できるようアレンジ
することも視野に入れてはどうであろうか。本年
度はあいにくコロナ禍の影響で同事業は中止とな
ったが，次年度以降も協力を続けていくこととな
る。我々の提供する体験型の講座が「理科離れ」
を起こしている小・中学生に興味・関心を促す原
動力となれば幸甚である。
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